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書写・書道科の学習指導
に関する研究
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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・目習い ・鑑賞 ・自分のめあて ・言語活動

私は、小・中学校国語科書写及び高等学校芸術科書道の学習指導法に関する研究を行っています。
国語科書写では、「書写」と「書道」の違い、「書写」と「習字」の違いから、あるべき「書写」教育はどのような学習活
動であり、どのような力を身につけるべきであるかを明らかにし、 出前授業を通じて、自らの授業実践を基に研究し
ています。特に、「手習い」ではなく、「目習い」に着目し、子どもたちが書写用語を獲得し、「自分のめあて」をたて、言
語活動によって、自分の文字を考えながら改善していく姿が見られることを目指しています。

芸術科書道では、鑑賞教育に重点をおいて研究しています。
本来、書道教育の視点からその特性のみに固執することなく、広く芸術教育の視点から考える必要があると考えま
す。芸術教育としての授業を行う責務があることを再認識し、芸術科の目標に掲げられている内容を意識しながら実
施するべきではないでしょうか。特に，「感性を高め」「芸術文化についての理解」「豊かな情操を養う」の文言に着目し、
書道の授業において、感性や豊かな情操を養うことを意図的に計画し実施する授業が必要であると考えます。こうし
た考えで、現段階では、特に感性を高めるにはどのような授業方法がよいのかという視点で研究を進めています。

私の研究成果は、小・中・高等学校において、書写・書道の「目習い」または「鑑賞」に関する授業実践につなげてい
ただくことができます。特に、小・中学校国語科書写に関しては、教員研修の機会が少ないので、初めて学ぶ内容に
驚かれる方も少なくありません。
また、書写での「目習い」の考え方を応用して、大学の授業や教員免許状更新講習において、「板書のチョーク技
法」を指導しています。この板書のチョーク技法は、昨今、若い教員が増えている中で、注目を集めており、ある教科
書会社のホームページにも、動画教材として
作成していただく機会を得ることができました。
この動画教材を扱いながら、実技講習を行う
こともできます。
このように、小・中学校国語科書写、高等
学校芸術科書道、板書のチョーク技法に関
して、地域での研究会や校内研修に役立て
ていただくことができると思っています。
また、小・中学校国語科書写の出前授業も
受け入れていますので、ご相談ください。

【出前授業・教育的支援等】
・平成13年度～平成27年度、筑後地区の小学校にて毎年書写授業を8時間前後実施
・平成13年度～平成26年度、附属小学校・中学校にて計20時間程度実施
【平成26年度の研究大会・研修会等での講演】
・筑後地区国語科書写教育研究大会で講演 ・山口県高等学校教育研究会 書道部会研究大会で講演
・鳥取県高等学校書道教育研究会指導養成講習会で講演
【板書のチョーク技法に関する講習】
・免許状更新講習 ・久留米市教育センター講習

「目習い」（文字を整えて書くための要点を、視覚的に学ぶこと。）による学習

新たな課題解決
書写用語の
獲得

自分のめあて
をたてる

改善された達成感
考えながら
練習

小学校の出前授業風景免許状更新講習 「板書」の講座風景
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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・短時間 ・簡単製作 ・溶けた金属 ・宝物

私は小学校図工科及び中学校美術科に於ける金属工芸（鋳金）を取り入れる教材開発の研究を行っています。
鋳金とは金属工芸分野の一つで、原形作り・鋳型作り・鋳造を行い作品を制作します。原形作りを金属以外の素材
（粘土や紙など）で行い、その形が金属に置き換わる素材変化は貴重な体験になります。原形素材に粘土や紙を使用
した場合、扱いが容易であるため手軽に造形表現が可能です。粘土や紙などの光沢感の少ない質感が、金属光沢を
放つ造形物になり、金属の比重の関係からずっしりとした重さを確認出来ます。また、溶けた金属を調理用お玉を使
い、自ら鋳型に流し込む驚きと緊張があります。鋳型の中から作品を取り出す時の喜びは格別です。必ずや宝物とな
るでしょう。
金属工芸は専門的な金属加工に伴う設備と道具が必要になりますが、私の研究ではホームセンターで購入出来るよ
うな一般家庭にある道具類での制作を目指しています。
具体的な制作の一例を挙げると、プラスチックコップの裏底に厚紙を切貼りし重ねることでメダルの原形を作ります。
紙粘土にメダル原形となった裏底を押し付け窪ませ鋳型を作ります。ステンレス鍋に地金である錫を入れカセットコン
ロにかけ、溶けた錫をお玉で掬い鋳型に流し込みます。紙粘土から取り出すとピカピカに輝くメダルの完成です。
錫の融点は約２３０度なので教室内での作業が可能となります。

☆卒業制作として学内展示し、卒業の記念品として活用することが可能です。

☆メダルのみならず、箸置きなどの工芸品の制作が可能であり、竹などを使った箸作りと合わせ食育に関係する食環
境への意識作りにも貢献できる。

☆北九州地域は明治以降製鉄産業が盛んであり、地域文化としての金属産業の理解にも繋がると考えられる。

☆電気炉等の設備を有する場合、より複雑かつ専門的な制作をすることが出来る。

・宗像市玄海東小学校での卒業制作指導
・宗像市赤間西小学校での出前授業
・福岡教育大学ジュニアサイエンスでのペーパーウエイト制作
・教育大へ行ってみよう！でのメダル制作
・福岡教育大学公開講座でのペーパーウエイト制作
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